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散性を持つ乙とを仮定した dispersive burning kinetics モデルに基づ、き，色素分子の光選移エネルギ
ーのホストポリマー中における分布と分子吸収スペクトルの形状，並びにレーザースペクトル育会伏などを
考慮して，ホールスペクトノレの時開発展に関する理論を導入した。乙のモデルは，色素分子句も励起に伴














ホーノレバーニング分光に関するものである。乙のホールパーニングには， photochemic al hole burnｭ
ing と nonphotochemical hole burning とがある。後者に関しては，不純物分子と非品質ホストとの
相互作用についての詳細な情報をもたらすことが期待されるものの，そのメカニズムもまだ十分はっきり
しておらず，カイネティクスについてもよくわからない問題が沢山ある。







非品質ホストの two-level systems と結合した色素分子の光励起状態において， トンネリングが起る
乙とによりホーノレが生成されると考え，トンネリングパラメターがガウス分布をもっとしてホーノレスペク
トノレを記述する式を導いた。さらに，これを用いた計算機シミュレーションの結果と実験の比較を行なう乙と
により，ゼロフォノンホールの深さや形伏のパーニング時間依存性，ならびにフォノンサイドバンドの振
舞いなどが極めてうまく説明できることを明らかにした。また，乙のような解析からゼロフォノン線の均
一幅やパーニング効率の分布の広がり，デパイ・ワラ一因子の下限なども決定した。
以上のように，本研究はホーノレバーニングの機構や不純物分子と非晶質ホストとの相互作用などに関す
る重要な知見をもたらし，光物性物理学の進歩に寄与すると乙ろが大であるo よって理学博士の学位論文
として十分価値あるものと認めるo
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